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第５学年○組  算数科  学習指導案 
授業日：令和５年９月○日（○） 

場 所：５年○組教室 

指導者：T1 ○○ ○○ 

        T2 ○○ ○○ 

１ 単元について 

 

  

単元名 整数の性質を調べよう 

単

元

の

目

標 

単元の目標 

偶数、奇数及び倍数、約数などについて知り、整数の性質についての理解を深め、観点を決めて整

数を類別したり数の構成について考えたりする力を養うとともに、整数を乗法や除法に着目して類

別した過程を振り返り、そのよさに気づき今後の生活や学習に活用しようとする態度を養う。 

【知識・技能】 

 ・偶数、奇数、及び倍数、約数について知り、それらの意味について理解するとともに、偶数と奇数

を類別したり倍数と約数を求めたりすることができる。 

【思考力・判断力・表現力等】 

 ・乗法及び除法に着目し、整数を偶数と奇数の２つの集合に類別してとらえたり、倍数と約数の集合

をとらえたりすると共に、整数の性質を図や式を用いて考え表現することができる。 

【学びに向かう力・人間性等】 

・整数の性質について、観点を決めて類別したり、倍数と約数の集合をとらえたりした過程や結果を

振り返り、多面的にとらえ検討してよりよいものを求めて粘り強く考えたり、数学のよさに気づき

学習したことを今後の生活や学習に活用したりする態度を養う。 

児

童

の

実

態 

 

○児童の実態について（男○名、女○名 計○名） 

【レディネステスト】※別紙 

問題 正答率 誤答例 

１①６＝２×□ 

 ②８＝２×２×□ 

 ③７＝２×□＋１ 

 ④１３＝２×□＋１ 

９６％ 

１００％ 

１００％ 

１００％ 

４ 

２ ２でわりきれる数 ９６％ ５７ 

３ ３６をわりきれる数 １１％ １、２、３、４、６、９ 

無回答 ５名 

４ 数直線のめもりが表す数 

  ア･･･２３  イ･･･２５ 

  ウ･･･２８  エ･･･３０ 

 

ア９６％ イ９６％ 

ウ９６％ エ９６％ 

 

ア～エ 無回答１名 

５ （未習） 

 偶数と奇数に分ける 

 

５０％ 

偶数と奇数が逆  

無回答 ８名 

６ （未習） 

 ２と３の公倍数 

 

４％ 

６、１２、２４ 

無回答 ２２名 

７ （未習） 

 １２と１８の公約数 

 

４％ 

１３、１４、１５ 

無回答 ２２名 

事前に本単元に関わるレディネステストを行った。かけ算の式の空欄を埋める問題や２で割りきれ

る数の問題、数直線のめもりが表す数字を答える問題は、ほとんどの児童が正解だった。しかし、３６

をわり切れる数を求める問題では、九九の答えを基に考えて１２や１８を見つけられない児童が多か

った。また、未習事項については、正しく解答できた児童は１名のみだった。偶数や奇数については、

耳にする機会はあってなじんでいるものの、意味までは理解していないことがうかがえた。 

そこで、この単元を学習する際は、整数の性質を確かめながら、偶数や奇数、倍数や約数等の言葉の

意味や求め方を理解できるよう指導したい。 
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単元の指導計画(本時 ６／１２) 

時 目標 学習活動 

評価の観点と方法 

○は学級全員の児童の

学習状況について記録に

残す評価 

(1) 偶数と奇数  上p.96～93 3 時間 

1 

 

 

〔プロローグ〕            p.96 の数あてクイズをして、整数を乗法や除法の結果としてとら

え話し合うことを通して、整数の性質を調べるという単元の課題を

設定する。 

・ 「偶数」「奇数」の意味や性質

を知り、整数は偶数と奇数

に類別できることを理解す

る。 

p.97～98 

① p.97 を見て、あたりとはずれをど

のように２つに分けているか調べ

る。 

② ２つに分けられた数の特徴を調べ

て、整数の分け方を考える。 

 

 

 

［思判表］２つに分けられ

た整数の特徴に着目し、

その分け方を考え、説明

している。【観察・ノート】 

［態度］整数を２つに分け

る方法を考えようとして

いる。【観察・ノート】 

２ ① 偶数と奇数を、それぞれ 2 でわった

ときの余りについて調べる。 

② 用語「偶数」「奇数」の意味を知る。 

③ 偶数、奇数はどのように並んでいる

か調べる。 

④ すべての整数は、偶数と奇数に分け

られることをまとめる。 

○〔知・技〕偶数と奇数の

意味を理解し、整数を偶

数と奇数に類別すること

ができる。【観察・ノート】 

〔思判表〕整数が２でわり

きれるかどうかに着目し

て、整数と偶数と奇数に

類別し、説明している。

【観察・ノート】 

３ ・ 偶数と奇数を式に表し、そ

の性質を考え、説明するこ

とができる。 

p.99 

① 偶数と奇数を、2×□、2×□＋1 の

式に表し、偶数と奇数の意味や性質

を考える。 

② 偶数は２に整数をかけた数とみら

れることをまとめる。 

〔思判表〕偶数と奇数を乗

法の式（2×□、2×□＋1）

に表し、その意味や性質

を考え、説明している。

【観察・ノート】 

（2）倍数と公倍数 上 p.100～103 

４ ・ 「倍数」「公倍数」「最小公倍

数」の意味について理解す

る。 

p.100～101 

① 鉛筆とキャップの数が等しくなる

のは何本のときか考える。 

② 用語「倍数」を知る。 

③ 倍数の意味を確かめる。 

［知技］倍数、公倍数、最小

公倍数の意味を理解して

いる。【観察・ノート】 

［思判表］３の倍数や４の

倍数の特徴に着目し、倍

数の意味を考え、説明し

ている。【観察・ノート】 

〔思判表〕数直線を活用し

て、倍数は規則的な間隔

で限りなく存在すること

に気づき、説明している。

【観察・ノート】 

５ ① 用語「公倍数」「最小公倍数」を知

る。 

② 公倍数の意味を確かめる。 

③ 数直線上でいろいろな数の公倍数

を見つける。 
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時 目標 学習活動 

評価の観点と方法 

○は学級全員の児童の

学習状況について記録に

残す評価 

６ 

本

時 

・ ２つの数の公倍数は、最小

公倍数の倍数になっている

ことを理解し、２つの数の

公倍数を求めることができ

る。 

p.102 

① ４と６の公倍数の求め方を考え

る。 

② 公倍数は最小公倍数の倍数である

ことに気づき、公倍数の求め方に

活用する。 

○［知技］２つの数の最小

公倍数を活用し、公倍数

を求めることができる。

【観察・ノート】 

○［思判表］公倍数の意味

や性質などに着目し、公

倍数の求め方を考え、説

明している。 

【観察・ノート】 

７ ・ ２つの数の公倍数の求め方

を活用して、３つの数の公

倍数の求め方を考え、説明

する。 

p.103 

① ２と３と４の公倍数の求め方を考

える。 

② ２と３と４の公倍数は、最小公倍数

の倍数になっているかを確認する。 

○［知技］３つの数の公倍

数の求め方を理解し、公

倍数を求めることができ

る。【観察・ノート】 

［思判表］２つの数の公倍

数の求め方を活用して、

３つの数の公倍数の求め

方を考え、説明している。

【観察・ノート】 

 

（３）約数と公約数 上 p.104～106 

８ 

 

・ 「約数」「公約数」「最大公約

数」の意味について理解す

る。 

p.104～105 

① 縦 12cm、横 18cm の長方形の中に合

同な正方形を敷き詰めるとき、隙間

なく敷き詰められるのは、1 辺の長

さが何㎝の正方形のときか考える。 

② 縦に隙間なく敷き詰められる場合

を調べる。 

③ 用語「約数」を知る。 

④ 約数と倍数の関係をとらえる。 

⑤ 約数の性質（ある数を約数で割った

ら商もまたある数の約数になる）を

調べる。 

⑥ 横に隙間なく敷き詰められる場合

を考える。 

［知技］約数、公約数、最大

公約数の意味を理解して

いる。【観察・ノート】 

［思判表］約数の個数は有

限であることに気づき、

説明している。【観察・ノー

ト】 

［思判表］３つの数の約数

に着目し、公約数の意味

を考え、説明している。

【観察・ノート】 

９ ① 縦、横ともに隙間なく敷き詰められ

る場合を調べる。 

② 用語「公約数」「最大公約数」を知

る。 
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時 目標 学習活動 

評価の観点と方法 

○は学級全員の児童の

学習状況について記録に

残す評価 

10 ・ ２つの数の公約数は、最大

公約数の約数になっている

ことを理解し、2 つの数の公

約数を求めることができ

る。 

p.106 

① ２４と３６の公約数の求め方を考

える。 

② 公約数は最大公約数の公約数にな

っているなっていることに気づき、

公約数の求め方に活用する。 

③ ３つの数の最大公約数を求める。 

○［知技］２つの数の最大

公約数を活用し、公約数

を求めることができる。

【観察・ノート】 

［思判表］公約数の意味や

性質などに着目し、公約

数の求め方を考え、説明

している。【観察・ノート・】 

まとめ 上 p.107～109、146 2 時間 

11 ・ 単元の学習の活用を通して

事象を数理的にとらえ論理

的に考察し、問題を解決す

る。 

p.107 

 

〔いかしてみよう〕 

① 倍数を活用して新幹線の座席の座

り方を考え、式に表す問題に取り組

む。 

［思判表］学習内容を適切

に活用して筋道を立てて

考え、問題を解決してい

る。【観察・ノート】 

〔態度〕学習内容を生活に

生かそうとしている。【観

察・ノート】 

12 ・ 学習内容の定着を確認する

とともに、数学的な見方・考

え方を振り返り価値づけ

る。 

p.108～109 

① 「たしかめよう」に取り組む。 

② 「つないでいこう 算数の目」に取

り組む。 

［知技］基本的な問題を解

決することができる。 

［思判表］数学的な着眼点

と考察の対象を明らかに

しながら、単元の学習を

整理している。【観察・ノー

ト】 

〔態度〕単元の学習を振り

返り、価値づけたり、今後

の学習に生かそうとした

りしている。【観察・ノー

ト】 

【発展】巻末 p.146の「おもしろ問題にチャレンジ」に取り組み、学習内容を基に公倍数について

見方や考え方を広げる。 

 

２ 本時の指導 

 (１) 小単元名 「倍数と公倍数」（６／１２） 

(２)  ねらい 

   ・２つの数の公倍数は、最小公倍数の倍数になっていることを理解し、2 つの数の公倍数を求めるこ  

とができる。 

 (３) 研究の視点に対する手立て 

 【１ 焦点化（シンプル）～ねらい、学習内容を絞る】 

     ◆ねらいを達成させるために、困り感を共有して課題を設定する。 

   【２  視覚化（ビジュアル）～学習内容をイメージしやすくする】 

     ◆公倍数を視覚的に捉えられるように、算数コーナーに既習内容を掲示したり、公倍数を青鉛

筆で囲んだりさせる。 

 



5 

 

     【３  共有化（シェア）～学習者間で学びを確認、拡散する】  

◆自分の考えを伝えたり、より良い方法を検討したりできるように、トリオ学習を取り入れ

る。 

(４)  学習過程 

段階 主な学習活動 

○発問、説明 ・予想される児童の反応 

＊指導上の留意点 ◆手立て 

※評価（方法）【観点】 

導入   

１０分 

振り返り 

（４分） 

 

 

 

 

 

 

 

１ 既習内容を振り返る。 

公倍数・最小公倍数の意味を振り返る。 

 ○２つの数の共通の倍数のことを何と言

いますか。公倍数で一番小さいものを何

と言いますか。 

 ・共通の倍数は公倍数。 

 ・一番小さいものは最小公倍数。 

 

 ○３と４の公倍数を答えましょう。また、

最小公倍数を答えましょう。 

 ・１２、２４ 

 ・最小公倍数は１２ 

 

＊前時までに使用した表や数直線を算数コーナ

ーに貼り、公倍数や最小公倍数の意味を確認

する。 

 

 

 

 

◆ベン図を用いて、３と４の公倍数を集合とし

てと捉えられるようにする。 

【手立て２】 

 

 

問題場面 

(２分) 

 

 

 

 

課 題 の

把握 

(４分) 

２ 問題場面を捉える。 

 ○求めることに赤で印を付けましょう。 

 ・求めるのは公倍数。 

 

３ 本時の課題を把握し、見通しを持つ。 

  

 

 

○数直線や表以外では、どのような方法が

考えられますか。 

 ・それぞれの倍数を書く。 

 ○簡単に求められる方法はないかな。 

 

＊求めるのは公倍数であることを確認し、赤線

で囲ませる。 

 

 

 

 

 

＊前時に活用した数直線が使えないことを伝え

て困り感を持たせ、良い方法を検討していく

ことを確認する。 

◆ねらいを達成させるために、困り感を共有し

て課題を設定する。 

【手立て１】 

＊全体で、数直線や表を使わない公倍数の求め

方を考えさせ、解決の見通しを持たせる。 

展開 

２５分 

 

トリオで

解 決 (15

分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ ４と６の公倍数の求め方をトリオで話

し合う。 

○４と６の公倍数の求め方を考えましょ

う。 

 ・４の倍数と６の倍数を並べる。 

  「４、８、１２、１６、２０、２４、･･･」 

  「６、１２、１８、２４、３０、･･･」 

 ・１２と２４と３６･･･５つ求めるのは、大

変だな。 

・４の倍数の中から、６の倍数を見つける。 

 ・６の倍数の中から、４の倍数を見つける。 

 

  

 

 

 

 

 

◆自分の考えを伝えたり、より良い方法を検討

したりできるように、トリオ学習を取り入れる。 

               【手立て３】 

＊自分なりの方法をいくつか考えさせ、どのよ

うに考えたか、説明させる。 

＊できるだけ早く５つの公倍数を見つけるには

どのようにすれば良いか、考えさせる。 

＊３つの考えが出た場合は、その違いについて

話し合わせる。 

＊解決の糸口が見つけられない児童には、トリ

オの友達の考えを聞いて自分の考えを持たせ

る。 

＊考えが途中までのグループには、考えた

ところまででよいことを伝える。 

 ４と６の公倍数を、小さいほうか

ら５つ求めましょう。 

 数直線を使わないで、公倍数を見

つける方法を考えよう。 
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発表 

(５分) 

 

 

 

 

 

 

 

 ○話し合ったことを発表用シートに記入

しよう。 

 

 

 

 

 

 

 

５ 考えを発表し合う。 

○どのようにして公倍数を求めたか、説明

しよう。 

・それぞれの倍数を書いて、同じ数を見つ

けた。 

 ・どちらかの倍数を並べて書いて、共通す

る倍数を見つけた。 

 ・６の倍数を並べた方が、４の倍数でやる

よりも少ない数でできる。 

 

 

＊見ている人に分かりやすくするために、色ペ

ンを使うよう働き掛ける。 

＊公倍数は１２の倍数と気付いたグループに

は、その旨も書かせる。 

◆公倍数を視覚的に捉えられるよう、青鉛筆で

囲ませる。 

【手立て２】 

 

 

 

 

 

 

＊なぜその方法を選んだのか、説明も加えなが

ら発表させる。 

＊かけ算で公倍数を求めようとしてる場合は、

同じ考えが使えない場合があることを共有さ

せる。 

まとめ 

(５分) 

６ 最小公倍数と公倍数の関係を考える。 

 ○４と６の最小公倍数はいくつですか。 

 ・４と６の最小公倍数は１２。 

 ○公倍数を５つ答えましょう。 

 ・４と６の公倍数は「１２、２４、３６、

４８･･･」だから、１２ずつ増えている。 

 ・１２ずつ増えているということは、１２

の倍数。 

○７番目の公倍数は何ですか。 

 ・７番目は１２×７で８４。 

＊児童から「３と４の公倍数は、最小公倍数の倍

数」とすでに発表された場合は、確認程度とす

る。 

 

 

 

 

 

＊より大きな公倍数について考えさせ、最小公

倍数の倍数を求める方法の良さに気付かせ

る。 

 ７ 公倍数の求め方をまとめる。 

 

 

 

 

 

＊公倍数と最小公倍数の関係に着目させ、最小

公倍数を見つけ、その倍数を求める方法の良

さに気付かせる。 

終末 

１０分 

適用問題

(８分) 

 

振り返り

(２分) 

８ 適用問題に取り組む。 

○今日、分かったことを使って問題を解こ

う。 

 ・適用問題に取り組む。 

 

９ 今日の学習を振り返る。 

 ○今日の学習の振り返りを書こう。 

 ・最小公倍数を見つけると、公倍数を簡単

に見つけることができると分かった。 

 

 

 

 

 

 

 

＊励ましの言葉を伝え、次時の予告をする。 

 

 

 

 

 

※〔知・技〕２つの数の最小公倍数を活用し、

公倍数を求めることができる       

【観察・ノート】 

※〔思・判・表〕公倍数の意味や性質などに着

目し、公倍数の求め方を考え、説明してい

る。 

      【観察・ノート】 

 ４と６の公倍数を求めるには、４

と６の最小公倍数の１２の倍数を

求めれば良い。 
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(５)評価規準 

評価の観点 十分満足できる 満足できる 支援を要する児童への手立て 

思考・判断・表現 公倍数の意味や性質な

どに着目し、公倍数を

求めるより良い方法を

考え、分かりやすく説

明している。 

公倍数の意味や性質

などに着目し、公倍

数の求め方を考え、

説明している。 

解決の糸口が見つけられな

い児童には、トリオ学習で友達

の考えを聞いて自分の考えを

持たせる。 

 

（６）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

算数コーナー 

 

 

 

 

 

９／１２ 

〔問題〕 

 

 

 

〔課題〕 

 

 

 

                                     

                                     

             

 

                                    

 

                                    

                                  

 

 

 

                                    

                                       

                                    

                                       

                                 

４と６の公倍数を小さい方から 

５つ求めましょう。 

 数直線を使わないで、公倍数を

見つける方法を考えよう。 

４の倍数と６の倍数をならべて、共通する倍数を見ける。 

４の倍数：4、 8、12、16、20、24、28、32、36、40、44、

48、52、56、60、･･･ 

６の倍数：6、12、18、24、30、36、42、48、54、60、66、

72、78、･･･ 

４の倍数の中で、６の倍 数を見つける。 

４の倍数   ：4、 8、12、16、20、24、28、32、36、40、44、

48、52、56、60、･･･ 

６の倍数か？：× ×○ × × ○ × × ○× × ○ × × ○･･･ 

６の倍数の中で、４の倍数を見つける。 

６の倍数  ：6、12、18、24、30、36、42、48、54、60、66、

72、78、･･･ 

４の倍数か？：×○ × ○ × ○ × ○× ○ × ○ ×･･･ 

公倍数：共通な倍数 

最小公倍数：一番小さい公倍数 

 

 

 

 

 

 

 

◎４と６の最小公倍数は？ 

 １２ 

◎４と６の公倍数５つ 

 １２、２４、２６、４８、６０ 

〔まとめ〕 

 

 

 

 

△2 ①６：６、１２、○18 、２４、･･･ 

    ９：９、○18 、２７、･･･ 

（６、９）１８、３６、５４  

②（５、１０）１０、２０、３０ 

③（３、７）２１、４２、６３  

 ④（８、１２）２４、４８、７２ 

△3 ５と７の最小公倍数 

   ３５㎝ 

４と６の公倍数は、４と６の最小

公倍数１２の倍数を求めればよ

い。 


